
防災・減災

災害復興

子育て・介護支援

地方創生

女性活躍推進

働き方改革

感染症拡大による
危機への対応

社会貢献債の指針案で
示された対象例

社会貢献債の指針案で
示された対象例

社会貢献債の指針案で
示された対象例

多
技
能
習
得
で
仕
事
に
幅

★
鈴
木

孝
幸
氏（
す
ず
き
・
た
か
ゆ
き
）

学
法
福
島
高
卒
。

１
９
９
４
年
に
建
設
業
の
安
斎
建
設
（
福
島
市
）
入
社
。
２
０
０

７
年
に
本
県
に
移
り
、
運
送
会
社
で
の
勤
務
を
経
験
し
た
後
、

年
に
モ
ガ
ミ
住
研
入
社
。
統
括
本
部
長
を
経
て
、

年
か
ら
社
長
。

福
島
市
出
身
。

歳
。

★
モ
ガ
ミ
住
研

先
代
の
結
城
勝
美
氏
が
１
９
８
７（
昭
和

）

年
に
創
業
。

年
に
有
限
会
社
と
な
り

年
に
株
式
会
社
化
。
リ

フ
ォ
ー
ム
を
中
心
に
手
掛
け
、
２
０
１
９
年
に
新
築
部
門
「
Ｉ
Ｎ

Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｙ

Ｓ
Ｔ
Ｙ
Ｌ
Ｅ
」
を
設
立
し
た
。
本
社
展
示
場
に

ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
茶
室
も
備
え
地
域
に
開
放
し
て
い
る
。

年
、
健

康
経
営
優
良
法
人
（
中
小
規
模
法
人
部
門
）
に
認
定
さ
れ
た
。
従

業
員
数
７
人
、
資
本
金
１
千
万
円
。
本
社
所
在
地
は
山
形
市
桜
田

南

の

。
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【データセンター】 インター
ネットのサーバーや通信機器など
を集約し 運用するための建物 通
信環境を維持するため 時間365
日体制で監視している。災害に備
えた構造で、電力供給が途絶えた
時に備えて、自家発電装置なども
設けている。デジタル化の進展に
伴い需要の増加が見込まれてお
り、不動産やゼネコンといった業
界も注目している。
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モガミ住研社長

鈴木 孝幸氏 46

＝毎週金曜日に掲載します

｜
業
界
と
自
社
の
現
状
は
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
対
面
営
業
が
難
し
い
が
、
当

社
は
コ
ロ
ナ
下
で
も
引
き
合
い
が

あ
り
、
大
変
あ
り
が
た
い
。
た
だ

人
口
減
少
に
伴
っ
て
年
々
、
新
規

客
は
減
っ
て
い
る
。
冬
期
間
は
積

雪
の
影
響
で
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
が

少
な
く
な
る
た
め
、
冬
場
の
仕
事

を
確
保
し
よ
う
と
２
０
１
９
年
に

新
築
住
宅
部
門
『
Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｉ

Ｔ
Ｙ

Ｓ
Ｔ
Ｙ
Ｌ
Ｅ
』
を
立
ち

上
げ
た
。
降
雪
前
に
基
礎
工
事
ま

で
終
わ
ら
せ
、
積
雪
期
は
内
装
工

事
を
手
掛
け
る
。
新
築
戸
数
が
減

っ
た
影
響
で
大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ

ー
が
リ
フ
ォ
ー
ム
分
野
に
参
入

し
、
受
注
競
争
が
激
化
し
た
。
ネ

ー
ム
バ
リ
ュ
ー
で
は
大
手
に
負
け

る
た
め
、
当
社
は
お
客
さ
ま
と
の

出
会
い
を
大
事
に
、
ア
フ
タ
ー
フ

ォ
ロ
ー
に
力
を
入
れ
、
迅
速
な
対

応
を
徹
底
し
て
い
る
。
結
果
的
に

そ
れ
が
お
客
さ
ま
と
の
長
い
付
き

合
い
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」

｜
求
め
る
人
材
は
。

「
お
客
さ
ま
に
気
遣
い
で
き
る

人
だ
。
職
人
に
は
一
人
一
人
が
現

場
責
任
者
と
い
う
意
識
を
持
ち
、

仕
事
に
取
り
組
む
よ
う
話
し
て
い

る
。
ま
た
、
難
し
い
仕
事
で
も
や

る
前
か
ら
諦
め
る
の
で
は
な
く
、

で
き
る
方
法
を
考
え
ら
れ
る
人
で

あ
っ
て
ほ
し
い
。
社
員
に
は
前
向

き
に
仕
事
に
向
き
合
っ
て
も
ら
い

た
い
」

｜
ど
ん
な
能
力
が
必
要
か
。

「
社
員
に
は
多
能
工
で
あ
る
こ

と
を
求
め
る
。
特
定
の
仕
事
だ
け

で
な
く
幅
広
い
分
野
の
仕
事
が
で

き
れ
ば
、
外
注
す
る
仕
事
が
減
り

利
益
率
が
上
が
っ
て
経
営
の
プ
ラ

ス
に
な
る
。
当
社
で
言
え
ば
大
工

仕
事
ば
か
り
で
な
く
設
備
工
事
、

電
気
工
事
も
で
き
る
社
員
が
増
え

れ
ば
、
社
員
も
会
社
も
仕
事
の
幅

が
広
が
り
経
営
が
う
ま
く
い
く
」

｜
そ
の
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う

な
努
力
が
必
要
か
。

「
本
人
の
や
る
気
次
第
だ
。
ど

の
仕
事
も
覚
え
た
い
気
持
ち
が
あ

れ
ば
覚
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
ど
の

職
種
も
一
緒
。
だ
か
ら
面
接
で
は

応
募
者
の
本
気
度
を
み
る
。
本
当

に
長
く
続
け
る
気
が
あ
る
の
か
、

と
い
う
点
を
重
視
し
て
い
る
。
学

力
や
学
歴
は
関
係
な
い
。
机
上
と

現
場
は
違
う
。
職
人
は
あ
る
程
度

の
経
験
も
必
要
で
、
で
き
る
ま
で

諦
め
ず
に
続
け
る
必
要
も
あ
る
」

｜
影
響
を
受
け
た
人
物
は
。

「
父
加
藤
友
幸
が
宮
大
工
で
、

昔
か
ら
働
く
姿
を
見
て
き
た
の
で

自
然
と
建
築
業
界
に
進
ん
だ
。
高

校
卒
業
後
に
入
社
し
た
安
斎
建
設

で
は
安
斎
常
克
社
長
、
亀
岡
民
道

常
務
に
大
変
お
世
話
に
な
り
、
今

も
仕
事
を
回
し
て
も
ら
う
こ
と
が

あ
る
。
ど
の
仕
事
も
楽
し
く
、
実

に
な
ら
な
い
仕
事
は
な
か
っ
た
。

皆
さ
ん
に
助
け
て
い
た
だ
き
今
が

あ
る
。
お
客
さ
ま
は
だ
い
た
い
年

上
で
、
皆
さ
ん
が
師
匠
の
よ
う
な

も
の
。
さ
ま
ざ
ま
指
導
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
」

（
菅
原
武
史
）

地
域
版
の
充
実
ぶ
り
実
感

鈴
木
孝
幸
社
長
は
「
お
客
さ
ま
と
話
を

す
る
時
に
、
山
形
新
聞
を
読
ん
で
い
な
い

と
話
が
合
わ
な
い
。
山
形
県
で
仕
事
を
す

る
上
で
は
欠
か
せ
な
い
ツ
ー
ル
だ
」
と
語

る
。
山
形
新
聞
の
み
を
購
読
し
て
い
る
と

い
い
、
「
県
内
で
仕
事
を
す
る
に
は
地
元

紙
だ
け
で
十
分
」
と
す
る
。

顧
客
や
取
引
先
と
の
会
話
の
種
を
仕
込

む
た
め
、
幅
広
い
面
を
見
る
。
特
に
地
域

版
の
充
実
ぶ
り
を
実
感
。
「
な
か
な
か
時

間
が
取
れ
ず
、
隅
か
ら
隅
ま
で
見
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
ざ
っ
と
目
を
通
す
だ
け

で
も

〜

分
は
か
け
て
い
る
」
。
仕
事

柄
、
労
災
や
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
も
気
に
留

め
る
と
い
う
。

特
に
好
き
な
企
画
が
社
会
総
合
面
に
掲

載
中
の
「
世
界
遺
産
」
だ
。
「
歴
史
や
古

い
物
が
好
き
。
世
界
遺
産
は

カ
所
程
度

し
か
知
ら
な
か
っ
た
が
、
企
画
は
３
５
０

回
を
超
え
た
。
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら

な
い
こ
と
が
多
く
『
こ
ん
な
世
界
遺
産
も

あ
る
の
か
』
と
驚
き
な
が
ら
見
て
い
る
」

と
話
す
。
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山
形
銀
行
は
、
中
小
企
業
の
新
分
野

展
開
、
業
態
転
換
な
ど
に
最
大
１
億
円

を
補
助
す
る
国
の
「
事
業
再
構
築
補
助

金

の
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を

日

午
後
１
時
か
ら
開
催
す
る
。
制
度
の
説

明
だ
け
で
な
く
１
次
公
募
の
申
し
込
み

実
例
、同
行
の
支
援
実
例
も
解
説
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
で

社
会
や
消
費
動
向
が
大
き
く
変
化
す
る

中
、
企
業
が
新
分
野
の
展
開
、
事
業
・

業
種
転
換
、
事
業
再
構
築
に
挑
戦
す
る

の
を
支
援
す
る
補
助
金
。
中
小
企
業
の

場
合
、
補
助
率
は
３
分
の
２
で
補
助
額

上
限
も
１
億
円
と
高
い
た
め
、
多
数
の

応
募
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
セ
ミ
ナ
ー

は
７
月
２
日
に
迫
る
２
次
公
募
の
締
め

切
り
を
前
に
開
催
。
企
業
の
ニ
ー
ズ
を

こ
の
事
業
に
ど
う
当
て
は
め
て
応
募
し

た
か
、
と
い
っ
た
同
行
の
支
援
事
例
も

紹
介
す
る
。

講
師
は
、
東
北
経
済
産
業
局
と
県
よ

ろ
ず
支
援
拠
点（
県
企
業
振
興
公
社
）
、

同
行
の
各
担
当
者
。
参
加
無
料
で
定
員

は
１
０
０
回
線
。
ビ
デ
オ
会
議
シ
ス
テ

ム
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」
で
接
続
す
る
。
先
着

順
で
申
し
込
み
は

日
ま
で
。
詳
細
は

同
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い

る
。
問
い
合
わ
せ
は
営
業
支
援
部
０
２

３
（
６
３
４
）
７
０
２
４
。

（
坂
本
由
美
子
）

日 山形銀 オンラインセミナー

□熱中症警戒機能付き送風機

山善は、音や光で室温などの異常を知ら

せる送風機「ＤＣエアーサーキュレーター

熱中症警戒機能付 Ｙ

ＡＲ－ＷＥＤ 」＝写真

＝を発売した。温度や湿

度センサーの数値が異常

を示した場合、風量を自

動で強くしたり、音やラ

ンプの色で危険を伝えた

りする。実勢価格は１万

3000円前後。問い合わせ

は家電お客様サービス係0570077078。
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□人気店の味再現したカップ麺

サンヨー食品は、東京都杉並区の人気ラ

ーメン店と商品化したカッ

プ麺「貝節麺ライク監修

貝だし塩らーめん」＝写真

＝を発売した。アサリやか

つお節、シイタケ、昆布の

うまみを凝縮した塩味のス

ープに細麺を合わせた。鶏

そぼろや玉ネギを具材に加

えた。 ㌘入りで希望小売

価格は238円。問い合わせ

は通話無料のお客様相談室0120028384。
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会
貢
献
債

基
準
を
明
確
化

金
融
庁
は
３
日
、
社
会
課
題
の
解
決
を

目
的
と
す
る
事
業
に
使
途
を
限
る
「
ソ
ー

シ
ャ
ル
ボ
ン
ド
（
社
会
貢
献
債
）
」
に
関

す
る
有
識
者
会
議
を
開
き
、
発
行
基
準
を

定
め
た
指
針
案
を
示
し
た
。
感
染
症
対
応

や
防
災
、
子
育
て
支
援
な
ど
対
象
と
な
る

課
題
を
明
確
化
し
、
国
内
の
民
間
企
業
が

貢
献
債
を
発
行
し
や
す
く
す
る
。
意
見
公

募
を
経
て
、
今
夏
か
ら
適
用
す
る
。

貢
献
債
の
発
行
で
は
、
こ
れ
ま
で
国
際

的
な
業
界
団
体
が
定
め
た
原
則
が
用
い
ら

れ
て
き
た
。
た
だ
こ
の
原
則
だ
け
で
は
要

件
を
満
た
す
使
途
の
例
示
が
限
ら
れ
て
い

る
た
め
、
経
済
界
か
ら
は
国
内
情
勢
を
反

映
し
た
明
確
な
指
針
の
策
定
を
求
め
る
声

が
出
て
い
た
。
指
針
整
備
は
先
進
国
で
は

初
め
て
と
み
ら
れ
る
。

指
針
で
は
、
介
護
支
援
や
女
性
活
躍
推

進
、
働
き
方
改
革
な
ど
も
国
際
原
則
に
追

加
。
調
達
し
た
資
金
で
社
会
課
題
が
解
決

に
向
か
う
道
筋
を
開
示
す
る
こ
と
も
求
め

る
。
取
り
組
み
に
つ
い
て
外
部
機
関
の
チ

ェ
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と
も
望
ま
し
い
と
し

た
。貢

献
債
は
環
境
や
社
会
問
題
へ
の
取
り

組
み
を
重
視
す
る
「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
」
の
一

つ
で
、
注
目
度
は
高
い
。
日
本
証
券
業
協

会
に
よ
る
と
、
貢
献
債
の
発
行
額
は
国
内

で
も
増
加
し
て
お
り
、
２
０
２
０
年
は
９

１
５
０
億
円
に
上
っ
た
。
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金融庁 染症や防災対象
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家
庭
用
の
小
麦
粉

最
大
４
％
値
上
げ

ニ
ッ
プ

ニ
ッ
プ
ン
（
旧
日
本
製
粉
）

は
３
日
、
家
庭
用
小
麦
粉

品

を
７
月
１
日
納
品
分
か
ら
約
１

・
５
〜
４
・
０
％
値
上
げ
す
る

と
発
表
し
た
。
中
国
で
の
需
要

拡
大
を
背
景
に
国
際
相
場
が
上

昇
し
、
政
府
が
製
粉
会
社
に
売

り
渡
す
輸
入
小
麦
の
価
格
を
４

月
に
上
げ
た
こ
と
が
要
因
。

税
込
み
の
想
定
価
格
で
、
強

力
粉「
ニ
ッ
プ
ン

イ
ー
グ
ル
」

１
㌔
入
り
は
７
円
、薄
力
粉
「
ニ

ッ
プ
ン

ハ
ー
ト
」
１
㌔
入
り

は
５
円
そ
れ
ぞ
れ
高
く
な
る
。

天
ぷ
ら
粉
な
ど
家
庭
用
ミ
ッ
ク

ス
粉
の
一
部
製
品
も
値
上
げ
す

る
。
同
業
で
は
日
清
フ
ー
ズ
と

昭
和
産
業
が
７
月
か
ら
の
小

麦
粉
の
価
格
引
き
上
げ
を
公
表

済
み
。
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ボ

ス
制
度
周
知
へ

【
県
法
人
会
連
合
会
】
（
会
長
・

鈴
木
吉
徳
山
形
法
人
会
長
）
定
時
総

会
が
３
日
、
山
形
市
の
パ
レ
ス
グ
ラ

ン
デ
ー
ル
で
開
か
れ
、
消
費
税
の
イ

ン
ボ
イ
ス
（
適
格
請
求
書
）
制
度
周

知
な
ど
２
０
２
１
年
度
事
業
計
画
を

決
め
た
。
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
で
、
鈴
木
会
長
を
再
任
し
た
。
任

期
は
２
年
。

年
度
は
、

年

月
１
日
か
ら

導
入
さ
れ
今
年

月
か
ら
登
録
申
請

書
提
出
が
始
ま
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

に
つ
い
て
、
単
位
法
人
会
の
研
修
会

な
ど
会
員
へ
の
周
知
活
動
を
支
援
す

る
。
ま
た
、
中
小
企
業
の
活
性
化
に

資
す
る
税
制
改
正
を
関
係
機
関
に
提

言
。
青
年
部
会
に
よ
る
租
税
教
育
活

動
を
さ
ら
に
推
進
す
る
ほ
か
、
女
性

部
会
に
よ
る
小
学
生
税
に
関
す
る
絵

は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
も
引
き
続
き
開

催
す
る
。

席
上
、
岡
崎
弥
平
治
（
山
形
）
千

歳
毅
（
同
）
相
田
晃
輔
（
米
沢
）
進

藤
享
（
鶴
岡
）
佐
藤
恒
行
（
同
）
田

宮
幸
子
（
米
沢
）
の
各
氏
ら
が
全
国

法
人
会
総
連
合
会
長
表
彰
な
ど
を
受

け
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

役
員
改
選
で
は
理
事

人
、
監
事

３
人
を
選
任
。
副
会
長
に
鈴
木
浩
司

山
形
法
人
会
副
会
長
や
香
坂
洋
一
米

沢
、
上
野
雅
史
鶴
岡
、池
田
求
酒
田
、

大
場
利
秋
新
庄
、
角
田
裕
一
寒
河
江
、

岡
田
誠
村
山
、
梅
津
正
博
長
井
の
各

法
人
会
長
を
、
専
務
理
事
に
小
山
田

聡
山
形
法
人
会
専
務
理
事
を
そ
れ
ぞ

れ
再
任
し
た
。
新
任
理
事
は
次
の
通

り
。
（
敬
称
略
、
か
っ
こ
内
は
所
属

法
人
会
）

岡
崎
淳
一（
山
形
）吉
田
通
子（
同
）

前
田
直
之
（
酒
田
）宇
佐
美
克
巳
（
寒

河
江
）
渡
辺
裕
一
（
同
）
鈴
木
正
昭

（
長
井
）
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養
成
講

新
た

開
催

【
県
建
築
士
会
】
（
会
長
・
伊
藤

彰
秦
・
伊
藤
設
計
社
長
）
通
常
総
会

が
３
日
、
山
形
市
の
県
高
度
技
術
研

究
開
発
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
新
た

に
ヘ
リ
テ
ー
ジ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
養

成
講
習
会
を
開
く
こ
と
な
ど
２
０
２

１
年
度
事
業
計
画
を
決
め
た
。

ヘ
リ
テ
ー
ジ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、

歴
史
的
建
造
物
の
保
存
活
用
に
関
す

る
専
門
知
識
を
持
つ
建
築
士
な
ど
の

専
門
家
。

年
度
は
６
〜

月
の

日
間
に
わ
た
り
、

人
対
象
の
養
成

講
習
会
を
新
た
に
開
く
。
ま
た
引
き

続
き
１
級
建
築
士
、
２
級
建
築
士
、

木
造
建
築
士
の
定
期
講
習
や
試
験
を

実
施
。
既
存
住
宅
状
況
調
査
技
術
者

講
習
会
も
開
く
。

東
北
Ｄ
Ｃ
活

情
報
発
信

【
庄
内
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協

会
】
（
会
長
・
皆
川
治
鶴
岡
市
長
）

通
常
総
会
が
３
日
ま
で
に
書
面
開
催

さ
れ
、
２
０
２
１
年
度
事
業
計
画
を

決
め
た
。

年
度
は
東
北
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ

ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｄ
Ｃ
、
４
〜

９
月
）
を
活
用
し
た
情
報
発
信
、
隣

県
や
県
内
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た

マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
、
地

域
一
体
と
な
っ
た
観
光
誘
客
・
周
遊

の
促
進
な
ど
を
展
開
す
る
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
や
国

の
動
向
を
踏
ま
え
て

柔
軟
に
対
応

す
る
。

感
染
症
の
影
響
を
踏
ま
え
、
前
年

度
に
続
き
民
間
会
員
の
会
費
（
１
６

４
会
員
、
計
６
４
０
万
円
）
を
全
額

免
除
す
る
。

テ
ー
マ
は
「
慈
恩
寺
文
化
の

継
承
と
発
信
」
。
寒
河
江
市
の

慈
恩
寺
は
、
平
安
期
以
降
の
優

れ
た
仏
像
や
、
数
万
点
に
及
ぶ

古
文
書
が
残
る
東
北
屈
指
の
名

刹
（
め
い
さ
つ
）
。
２
０
１
４

年
、
旧
境
内
エ
リ
ア
が
国
史
跡

に
指
定
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
整

備
事
業
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

先
月
に
交
流
拠
点
施
設
「
慈
恩

寺
テ
ラ
ス
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、

そ
の
利
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
慈
恩
寺
の
貴
重
な
文
化
財

を
次
の
時
代
に
伝
え
、
そ
の
魅

力
を
県
内
外
に
発
信
し
て
い
く

た
め
の
方
策
に
つ
い
て
語
り
合

う
。
出
演
は
、
本
山
慈
恩
寺
の

大
江
幸
友
管
長
、
慈
恩
寺
観
光

振
興
会
の
那
須
孝
可
会
長
、
山

形
経
済
同
友
会
会
員
の
角
田
裕

一
角
田
商
事
社
長
。

（
山
形
テ
レ
ビ
放
映

５
日
㈯

午
前
７
時
半
）
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⊃

紙
面
編
集
・
吉
見
勇
希

オ
ー
ス
テ
ッ
ド
が
英
国
沖
で

操
業
す
る
洋
上
風
力
発
電

２
０
１
８
年
９
月
５
日

（
ロ
イ
タ
ー

共
同
）

再
エ
ネ
投
資

兆
円

デ
ン
マ
ー
ク
洋
上
風
力
大
手

【
ロ
ン
ド
ン
共
同
】
デ
ン
マ

ー
ク
の
洋
上
風
力
発
電
世
界
最

大
手
オ
ー
ス
テ
ッ
ド
は
２
日
、

２
０
２
０
年
か
ら

年
に
か
け

て
３
５
０
０
億
㌛
（
約
６
兆
３

千
億
円
）
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
投
資
す
る
と
発
表
し

た
。

年
ま
で
に
、
再
エ
ネ
の

発
電
能
力
を
現
在
の

㌐
㍗

（
１
２
０
０
万
㌗
）
の
４
倍
超

に
当
た
る

㌐
㍗
に
増
や
す
。

原
発

基
分
に
相
当
す
る
規
模

と
な
る
。

日
本
や
欧
米
な
ど
の
国
や
地

域
は

年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ

）
な
ど
の
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
ニ

ッ
パ
ー
最
高
経
営
責
任
者
（
Ｃ

Ｅ
Ｏ
）
は
声
明
で
「
わ
れ
わ
れ

の
目
標
は

年
ま
で
に
世
界
を

引
っ
張
る
『
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
メ
ジ
ャ
ー
』
に
な
る
こ
と

だ
」
と
述
べ
た
。
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